
「
自
然
と
共
存
」
日
本
が
先
導
制
約
逆
手
に
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

　
日
本
人
は

古
代
か
ら
自

然
界

人
工

物
を
問
わ
ず

万
物
に
生
命

を
意
識
し
て

き
た

こ
れ
が
モ
ノ
を
大

切
に
す
る

も

た
い
な

い

心
な
ど
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
る
と
い
う

環
境
・
資
源
・
人
口
問
題

と
い
う

三
重
苦

の
下

で

わ
が
国
は
持
続
的
に

発
展
す
る
社
会
の
再
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
る

国

の
大
き
な
柱
で
あ
る
モ
ノ

づ
く
り
産
業
も
日
本
人
の

よ
さ
を
見
つ
め
直
し
な
が

ら

制
約
を
逆
手
に
と
る

よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
を
真
剣
に
考
え
る
時
期

を
迎
え
て
い
る竹

本
祐
介

　
や
す
だ
・
よ
し
の
り
　

年

昭

東
北
大
大
学

院
理
学
研
究
科
修
了

年
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ

助
教
授

年
教
授

年
ス
ウ

デ
ン
王
立

科
学
ア
カ
デ
ミ

会
員

三
重
県
出
身

歳

国際日本文化研究センター副所長・教授安田　喜憲氏 持続型文明へモノづくり社会の未来

　
地
球
環
境
問
題
や
資
源
の

不
足
問
題
が
深
刻
さ
を
増
し

つ
つ
あ
る

世
界
的
な
経
済

成
長
に
伴
う
こ
う
し
た
制
約

を
克
服
し
現
在
の
物
質
エ

ネ
ル
ギ

を
大
量
に
消
費
す

る
文
明
を
持
続
可
能
な
も
の

に
転
換
し
て
い
く
こ
と
は
可

能
な
の
か

環
境
考
古
学
や

古
代
文
明
の
比
較
研
究
で
名

高
い
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ

副
所
長
の
安
田
喜
憲

教
授
に

持
続
可
能
型
文
明

に
向
け
た
モ
ノ
づ
く
り
社
会

の
あ
り
方
な
ど
を
聞
い
た

◇

　

文
明
の
視
点
か
ら
日
本

の
モ
ノ
づ
く
り
を
ど
う
見
て

い
ま
す
か

　

モ
ノ
づ
く
り
に
情
熱
を

燃
や
せ
る
文
明
と
重
視
し
な

い
文
明
の
パ
タ

ン
が
あ

る

日
本
社
会
は
本
当
に
美

し
い
モ
ノ
を
作
る
人
が
尊
敬

さ
れ
た
社
会

同
じ
パ
タ

ン
が
中
米
の
マ
ヤ
文
明
で

美
し
い
モ
ノ
づ
く
り
を
支
配

者
自
身
も
や

て
い
た

一

方
で

モ
ノ
に
付
加
価
値
を

つ
け
て
高
く
売
る
こ
と
に
熱

心
な
文
明
が
あ
り

モ
ノ
づ

く
り
を
す
る
人
々
は
下
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る

　

文
明
に
お
け
る
モ
ノ
の

位
置
づ
け
は

　

ヒ
ト
が
自
然
と
の
関
係

に
お
い
て
生
き
て
い
く
上
で

作
り
出
す
ひ
と
つ
の
結
晶

物

モ
ノ
づ
く
り
に
情
熱
が

あ

た
わ
が
国
と
マ
ヤ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
棚
田

棚
畑
が
あ

る

急
傾
斜
の
地
に
自
ら
の

エ
ネ
ル
ギ

を
投
入
し
て
不

毛
の
地
を
豊
か
な
大
地
に
変

え
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
て

い
る

こ
れ
が
モ
ノ
づ
く
り

の
原
点
だ

わ
が
国
で
は
茶

わ
ん
な
ど
で
も
繊
細
に
作
り

こ
ん
で
き
た

モ
ノ
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
は
モ
ノ
に
生

命
を
与
え
る
と
い
う
意
味
も

あ

た

　

日
本
人
が
モ
ノ
を
大
切

に
し
て
き
た
こ
と
と
も
関
係

し
ま
す
か

　

日
本
人
は

も

た
い

な
い

と
思
う
心
が
あ
る

モ
ノ
に
こ
だ
わ
り
を
持

て

い
る

自
動
車
を
常
に
き
れ

い
に
し

正
月
に
は

し
め

縄
を
飾
る
の
は
日
本
人
ぐ
ら

い

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
生
命

が
あ
る
と
考
え
る
ア
ニ
ミ
ズ

ム

つ
ま
り
万
物
生
命
主
義

が
古
代
か
ら
根
付
い
て
い
る

の
だ
と
思
う

　

地
球
環
境
や
資
源
問
題

解
決
に
向
け
て
モ
ノ
づ
く
り

の
あ
る
べ
き
姿
は

　

こ
れ
ま
で
は
い
か
に
自

然
を
早
く
破
壊
し
て
資
源
を

効
率
的
に
収
奪
し
人
間
の
役

に
立
て
る
か

に
最
大
の
価

値
を
置
く
一
面
が
あ

た

そ
れ
だ
け
で
は
人
間
は
快
適

に
な
れ
な
い
こ
と
が
環
境
問

題
な
ど
で
分
か

て
き
た

世
紀
は
早
く

効
率
よ
く

ヒ
ト
以
外
の
生
命
を
輝
か
せ

る
か
が
原
点
だ
と
思
う

副

理
事
長
を
し
て
い
る

も
の

づ
く
り
生
命
文
明
機
構
は
物

質
エ
ネ
ル
ギ

文
明
を
脱
却

し
て
新
し
い
生
命
文
明
の
時

代
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
訴
え
て
い
る

　

自
然
に
や
さ
し
い

自

然
と
共
存
す
る

自
然
を
復

活
さ
せ
る
モ
ノ
づ
く
り
が
自

分
自
身
の
幸
せ
に
つ
な
が

る

皆
が
そ
う
思
う
社
会
に

な
れ
ば
よ
い

そ
の
時
は
モ

ノ
づ
く
り
が
あ
ら
ゆ
る
原
点

に
な
る

そ
ん
な
社
会
を
わ

が
国
が
日
本
型
モ
デ
ル
と
し

て
世
界
に
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る

　

生
命
文
明
実
現
の
道
筋

は　

美
し
い
自
然
と
人
間
の

関
係
が
あ

た
昭
和

年
代

を
イ
メ

ジ
し
て
未
来
の
社

会
に
復
元
し
て
い
く

わ
が

国
は
未
来
を
夢
想
す
る
必
要

は
な
く

素
晴
ら
し
い
過
去

を
持

て
い
る
点
に
注
目
す

べ
き
だ

経
済
を
ス
ロ

ダ

ウ
ン
せ
ず
に
ど
う
す
れ
ば
復

元
で
き
る
か

新
エ
ネ
ル
ギ

や
自
然
の
英
知
に
学
ぶ
テ

ク
ノ
ロ
ジ

と
い

た
技
術

開
発
も
含
め
て
考
え
て
い
け

ば
よ
い

ユ
ー
シ
ン
が
次
期
社
長
指
名
Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
と
大
筋
合
意

大
災
害
リ
ス
ク
回
避
金
融
商
品
化
野
村
証
、
Ｊ
Ｒ
東
に
提
供

日
・
独
の
企
業
は
よ
り
利
益
志
向
に

独
サ
イ
モ
ン
・
ク
チ

＆
パ

ト
ナ

ス
　
　

ヘ
ル
マ
ン
会
長
が
来
日

　

日
本
と
ド
イ
ツ
の
企
業
は

ほ
か
の
先
進
諸
国
に
比
べ
て
収
益

性
が
低
い

ど
ち
ら
も
低
価
格
市

場
を
軽
視
す
る
こ
と
な
く

よ
り

利
益
志
向
の
戦
略
を
追
求
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

世
界
的
な

経
営
戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

で
あ
る
独
サ
イ
モ
ン
・
ク
チ

＆
パ

ト
ナ

ス

ボ
ン

の
ヘ

ル
マ
ン
・
サ
イ
モ
ン
会
長
が
こ
の

ほ
ど
来
日
し

グ
ロ

バ
ル
時
代

に
お
け
る
企
業
の
方
向
性
に
つ
い

て
こ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

　
サ
イ
モ
ン
会
長
は
経
営
戦
略
と

マ

ケ
テ

ン
グ

価
格
設
定
の

専
門
家

中
規
模
で
知
名
度
は
決

し
て
高
く
な
い
が

特
定
分
野
で

断
ト
ツ
の
世
界
シ

ア
を
持
つ
リ

ダ

企
業
を

隠
れ
た
チ

ン

ピ
オ
ン

と
し
て
分
析
・
紹
介
し

て
お
り

新
著

世
紀
の
隠
れ

た
チ

ン
ピ
オ
ン
た
ち

仮
邦

題

も
年
内
に
日
本
で
刊
行
予
定

だ　
同
氏
に
よ
れ
ば

日
本
は
大
手

製
造
業
と
総
合
商
社
が
グ
ロ

バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
半
を
担

て
い

る
の
に
対
し

ド
イ
ツ
で
は
中
堅

企
業
が
主
役

そ
の
う
ち
１
０
０

０
社
以
上
が
隠
れ
た
チ

ン
ピ
オ

ン
と
し
て
世
界
市
場
で
活
躍
し
て

い
る
と
い
う

　
か
た
や
日
本
に
も
隠
れ
た
チ

ン
ピ
オ
ン
は
多
い
が

ド
イ
ツ
に

比
べ
て
国
内
依
存
度
が
高
く

海

外
進
出
比
率
が
ま
だ
低
い
と
の
こ

と

大
企
業
と
隠
れ
た
チ

ン

ピ
オ
ン
と

グ
ロ

バ
ル
時
代
に

ど
ち
ら
が
成
功
す
る
か
不
明
だ

が

グ
ロ

バ
ル
化
は
始
ま

た

ば
か
り

世
界
貿
易
は
ま
だ
ま
だ

拡
大
し

日
独
に
と

て
巨
大
な

チ

ン
ス
が
や

て
く
る

と
話

し

そ
う
し
た
時
代
に
備
え
た
精

神
面

人
材
面
で
の
グ
ロ

バ
ル

化
も
訴
え
て
い
た

ユ ー シ ン
田辺最高顧問

Ｒ Ｈ Ｊ Ｉ
植田日本代表

産
総
研
の
ず
さ
ん
な
菌
管
理
経
産
相
が
再
発
防
止
指
示

　
ユ

シ
ン
の
田
辺
耕
二
最
高
顧
問

元
社
長

は

日

日
刊
工
業
新
聞
社
の
取
材
に
応
じ

発
行
済
み
株
式
の

％
を
持
つ
筆
頭
株
主
の
Ｒ
Ｈ
Ｊ
イ
ン
タ

ナ
シ

ナ
ル

Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ

旧
リ

プ
ル
ウ

ド

ジ

パ
ン
の
植
田

兼
司
代
表
取
締
役
と
会
談
し

次
の
社
長
を
ユ

シ
ン
が
指
名
す
る

こ
と
で
大
筋
合
意
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た

日
に
開
く
臨
時
取
締
役
会
で

Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
が
握
る
社
長
任
命
権
や
持
ち
株
比
率
な
ど
に
つ
い
て
の
修
正
・
解

消
を
決
議
し

同
日

Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
に
通
達
す
る

ユ

シ
ン
主
導
の
経
営
体
制
を
築
く
意
向
だ
が

Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
が
反

発
し
た
場
合

裁
判
も
辞
さ
な
い

田
辺
氏

考
え

大
学
研

究

は
休
み

ま
し
た

■
官
公
庁
■

◇
原
子
力
安
全
委

時

内
閣
府

◇
食
品
安
全
委

時

同

委

■
団
　
体
■

◇
張
富
士
夫
自
工
会
会
長
会

見

時

自
工
会

◇
池
田
輝
彦
信
託
協
会
長
会

見

時

日
銀

◇
９
月
の
全
国
百
貨
店
売
上

高

時
半

日
本
百
貨
店

協
会

◇
山
口
信
夫
日
商
会
頭
会
見

時
半

東
商
ビ
ル

◇
緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事

長
会
見

時

日
本
記
者

ク
ラ
ブ

■
企
　
業
■

◇
ホ
ン
ダ
が
新
型

Ｆ
Ｉ

Ｔ

発
表

時

都
内

■
国
　
際
■

◇
欧
州
連
合
Ｅ
Ｕ
首
脳
会

議
リ
ス
ボ
ン

日
ま
で

◇
米
グ

グ
ル
決
算

　

海
外
の
予
定
は
現
地
時

間
・
日
付

　☆　　　　　総合・人＆会社　　２００７年 平成１９年 １０月１８日 木曜日　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ）

　
甘
利
明
経
済
産
業
相
は

日

経
済
産
業
省
所
管
の
独

立
行
政
法
人

産
業
技
術
総

合
研
究
所

産
総
研

に
よ

る
ず
さ
ん
な
菌
の
管
理
が
明

ら
か
に
な

た
こ
と
に
つ
い

て

受
け
入
れ
時
の
チ

ク
体
制
の
整
備
な
ど
再
発
防

止
を
指
示
し
た

産
総
研
は

内
部
規
定
に
違
反
し

重
篤

な
疾
患
を
起
こ
す
危
険
性
の

あ
る
レ
ベ
ル
３
の
ブ
ル
セ
ラ

菌
な
ど
３
株
を

年
に

受
け
入
れ
て
い
た

そ
の
後

の
調
査
で

危
険
性
の
低
い

別
の
微
生
物
で
あ
る
こ
と
が

７
月
に
分
か

た

経
産
省

は

法
令
に
は
抵
触
し
な
い

が

受
け
入
れ
の
体
制
を
強

化
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た

い

と

日
会
見
し
た

　
産
総
研
は
特
許
生
物
寄
託

セ
ン
タ

茨
城
県
つ
く
ば

市

で
内
規
に
違
反
し

年

年

年
に
そ
れ
ぞ

れ
１
株
ず
つ
ブ
ル
セ
ラ
菌
な

ど
レ
ベ
ル
３
の
微
生
物
を
受

け
入
れ
た

ま
た
レ
ベ
ル
２

の
な
か
で
も
危
険
性
の
高
い

一
部
の
微
生
物
も
数
十
株
受

け
入
れ
て
い
た

　
内
規
違
反
は

年
に
経
産

省
と
特
許
庁
の
関
係
部
署
が

把
握

指
示
を
受
け
た
産
総

研
は
鍵
付
き
の
キ

ビ
ネ

ト
の
ほ
か

年
に
耐
火
金

庫
な
ど
で
微
生
物
管
理
体
制

を
整
え
た
ま
た
こ
う
し
た

ず
さ
ん
な
管
理
の
事
実
を
産

総
研
が
口
止
め
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は

調
べ
た

い

経
産
省
と
し
て
い
る

タ
イ
の
銀
行
通
じ

現
地
中
小
へ
融
資

国
際
協
力
銀

億
円

　
国
際
協
力
銀
行
は

日

タ
イ
の
商
業
銀
行

カ
シ
コ

ン
銀
行
と
総
額
２
６
０
億
円

を
限
度
と
す
る
貸
し
付
け
契

約
を

日
に
締
結
す
る
と
発

表
し
た

日
本
企
業
の
下
請

け
業
務
を
担
う
現
地
中
小
企

業
の
育
成
が
目
的
で

同
行

を
通
じ
て
事
業
資
金
を
貸
し

付
け
る

４
月
に
締
結
さ
れ

た
日
タ
イ
経
済
連
携
協
定

Ｅ
Ｐ
Ａ

は
中
小
企
業
分

野
の
協
力
を
掲
げ
て
お
り

今
回
の
融
資
は
そ
の
一
環
と

し
て
実
施
す
る

融
資
は
三

井
住
友
銀
行

幹
事

三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

み
ず

ほ
コ

ポ
レ

ト
銀
行

京

都
銀
行

北
陸
銀
行

東
日

本
銀
行

住
友
信
託
銀
行

野
村
信
託
銀
行
の
民
間
８
行

と
協
調
で
実
施

各
行
の
融

資
部
分
は
協
力
銀
が
保
証
す

る

　

日
に
ユ

シ
ン
本
社
で

開
い
た
田
辺
最
高
顧
問
と
植

田
Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
ジ

パ
ン
代
表

取
締
役
の
約
１
時
間
の
会
談

で
は

株
価
下
落
な
ど
に
つ

い
て

Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
が
擁
立

し

９
月

日
に
辞
任
し

た

竹
辺
圭
祐
前
社
長
の
責

任
を
認
め
た

田
辺
氏

と
い
う

た
だ

保
有
株
の

扱
い
に
つ
い
て
は
具
体
的
回

答
を
得
ら
れ
な
か

た

ユ

シ
ン
は

年
４
月
に
Ｒ
Ｈ

Ｊ
Ｉ
を
相
手
に
第
三
者
割
当

増
資
を
実
施

当
初
の
契
約

に
は
Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
に
よ
る
社
長

任
命
権

持
ち
株
比
率
を

・
４
％
ま
で
増
や
せ
る
項
目

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

　
ユ

シ
ン
は

社
長
任
命

権
返
上
と

持
ち
株
比
率

％
で
固
定

同

な
ど

を
要
求
す
る
が

受
け
入
れ

な
い
場
合

敵
対
的
Ｔ
Ｏ
Ｂ

株
式
公
開
買
い
付
け

に

進
展
す
る
可
能
性
も
あ
る

一
方

Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ
が
株
式
売

却
の
意
向
を
示
し
た
場
合

我
が
社
で
株
式
持
ち
合
い

の
相
手
を
探
す
か

自
社
株

式
の
取
得
も
選
択
肢
の
一

つ

同

と
い
う

　
ユ

シ
ン
は
現
在

暫
定

的
に
平
山
勝
久
社
長
代
行

前
専
務
執
行
役
員

を
ト

プ
に
据
え
る

Ｒ
Ｈ
Ｊ
Ｉ

が
要
求
に
従
え
ば

次
期
社

長
を
招
く
予
定
の
売
上
高
４

０
０
０
億
円
規
模
の
独
立
系

部
品
メ

カ

に
報
告
す

る

承
諾
を
得
た
上
で

来

週
に
も
臨
時
株
主
総
会
と
臨

時
取
締
役
会
を
開
き
新
体
制

を
公
表
す
る

田
辺
最
高
顧

問
は

今
の
立
場
を
続
け
る

か

役
員
会
に
入
り
名
誉
会

長
と
な
る
か

新
社
長
と
相

談
し
て
決
め
る

と
い
う

山
口
委
員
長

内
定
を
発
表

Ｊ
Ｐ
労
組

　
日
本
郵
政
公
社
労
働
組
合

Ｊ
Ｐ
Ｕ

組
合
員
約

万

７
０
０
０
人

と
全
日
本
郵

政
労
働
組
合

全
郵
政

組

合
員
約
８
万
３
０
０
０
人

両
労
組
は

日
会
見
し

日
に
国
内
最
大
の
単
一
労
組

と
し
て
誕
生
す
る

日
本
郵

政
グ
ル

プ
労
働
組
合

Ｊ

Ｐ
労
組

初
代
委
員
長
に

山
口
義
和
全
郵
政
委
員
長

が
内
定
し
た
と
正
式

発
表
し
た

　
両
労
組
に
よ
る
と

日

に
新
組
織
役
員
立
候
補
届
け

出
が
締
め
切
ら
れ

委
員
長

は
山
口
氏

書
記
長
は
現
Ｊ

Ｐ
Ｕ
書
記
長
の
難
波
奨
二
氏

が
無
選
挙
で
選
出
さ

れ
る
見
込
み
だ

任
期
は

年
６
月
ま
で

エ
イ
チ
エ
ス
証
券

社
長
に
林
本
部
長

　
沢
田
ホ

ル
デ

ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

は

日

証
券
子

会
社
の
エ
イ
チ
・
エ
ス
証
券

東
京
都
新
宿
区

の
沢
田

秀
雄
社
長
が
代
表
権
の
な
い

会
長
に
退
き

林
民
雄
営
業

統
括
本
部
長
が
社
長
に
昇
格

す
る
人
事
を
発
表
し
た

就

任
は

月
１
日
付

　
林
氏
は
野
村
証
券
出
身

エ

ス
証
券
を
経
て

今
年

５
月
に
エ
イ
チ
・
エ
ス
証
券

に
入

た

沢
田
氏
は

持

ち
株
会
社
で
あ
る
沢
田
Ｈ
Ｄ

の
社
長
と
し
て

グ
ル

プ

全
体
の
経
営
に
専
念
す
る

　
日
本
特
殊
陶
業

　

月

日

▽
自
動
車
関
連
事

業
本
部
プ
ラ
グ
事
業
部
企
画
管
理
部

部
長

米
国
特
殊
陶
業
出
向

林
恭

平　
日
東
紡

　

月
１
日

▽
総
務
部
長
を
兼

務
　
取
締
役
総
務
企
画
本
部
副
本
部

長
多
田
鎮
雄
▽
グ
ラ
ス
フ

イ
バ

事
業
部
門
技
術
生
産
本
部
技
術
統
括

部
長
南
条
尚
志

　
東
ソ

　

月

日

▽
仙
台
支
店
長

仙
台
支
店

芦
田
英
一
郎
▽
化
学

品
事
業
部
肥
料
営
業
部
長

南
九
州

化
学
工
業
出
向

前
原
茂
市
▽
東
ソ

物
流
出
向

仙
台
支
店
長
兼
化
学

品
事
業
部
肥
料
営
業
部
長

永
田
三

郎　
ホ
ギ
メ
デ

カ
ル

　

月

日

▽
製
品
管
理
部
部

長

研
究
開
発
部
部
長

執
行
役
員

石
川
信
弘
▽
執
行
役
員
　
研
究
開
発

部
部
長
林
達
男

　
日
通
商
事

東
京
都
中
央
区

　

月

日

▽
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
長

仙
台
支
店
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
長

高
澤

一
▽
仙
台
支
店
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
長

同

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
次
長

寺
山
久
男
▽
札

幌
支
店
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
長

関
東
日
通

プ
ロ
パ
ン
販
売
社
長

高
橋
英
雄
▽

関
東
日
通
プ
ロ
パ
ン
販
売
社
長

Ｌ

Ｐ
ガ
ス
部
長

阿
部
元

　
ロ

ソ
ン

　

月

日

▽
三
菱
商
事

執

行
役
員
財
務
経
理
ス
テ

シ

ン
デ

レ
ク
タ

兼
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

ビ
ス
デ

レ
ク
タ

森
本
憲
治

　

月
１
日

▽
財
務
経
理
ス
テ

シ

ン
デ

レ
ク
タ

兼
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ

ビ
ス
デ

レ
ク
タ

を

兼
務
　
取
締
役
常
務
執
行
役
員
Ｃ
Ｆ

Ｏ
兼
コ

ポ
レ

ト
管
掌
兼
ヒ

マ
ン
リ
ソ

ス
管
掌
矢
作
祥
之

　
兼
松

　

月

日

▽
モ
ジ

ル
＆

デ
バ
イ
ス
本
部
副
本
部
長

ア
ル
エ

イ
ド
出
向

島
田
武
純

　
住
友
商
事

　

月
１
日

▽
油
井
管
事
業
部

長

鋼
管
本
部
長
補
佐

上
野
真
吾

▽
自
動
車
金
属
製
品
本
部
長
補
佐
兼

自
動
車
金
属
事
業
企
画
部
副
部
長
兼

住
商
ス
チ

ル

米
国
住
友
商
事
会

社
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
鋼
管
グ
ル

プ
長
兼
ヒ

ス
ト
ン
店
長

堀
江
誠
▽
米
国

住
友
商
事
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
鋼
管
グ
ル

プ
長
兼
ヒ

ス
ト
ン
店
長

油

井
管
事
業
部
長

南
部
智
一

　
双
日

　

月
１
日

▽
ベ
ト
ナ
ム
ジ

パ
ン
チ

プ
コ

ポ
レ

シ

ン
社

長

物
資
部

松
本
隆
文

　
経
済
産
業
省

　

月

日

▽
外
務
省
仏
大
使

館
参
事
官

経
済
産
業
省
官
房
秘
書

課
長
補
佐

片
岡
進

　
野
村
証
券
は

日

大
災

害
リ
ス
ク
の
金
融
商
品
化
ビ

ジ
ネ
ス
を
開
始
し
た
と
発
表

し
た

地
震
デ
リ
バ
テ

ブ

金
融
派
生
商
品

な
ど
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
ボ
ン
ド

大
災
害
債

券

を
活
用
し

資
本
市
場

を
用
い
た
効
率
的
な
リ
ス
ク

ヘ

ジ
手
段
を
事
業
会
社
に

提
供
す
る

第
１
弾
と
し

て

日
本
初
の
ア
レ
ン
ジ
型

Ｃ
Ａ
Ｔ
ボ
ン
ド
ス
キ

ム
を

用
い

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
ミ

ン
ヘ
ン
再
保
険
会
社
と
契
約

し
た
２
億
６
０
０
０
万

約
３
０
０
億
円

の
地
震

デ
リ
バ
テ

ブ
に
加
え

資

金
を
提
供
す
る
機
関
投
資
家

を
仲
介
し
た

　
こ
の
契
約
で
は

Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
ミ

ン
ヘ
ン
再
保
険

に
対
し

円
貨
で
プ
レ
ミ
ア

ム

保
険
料
に
相
当

を
支

払
う

ミ

ン
ヘ
ン
再
保
険

会
社
は
特
別
目
的
会
社

Ｓ

Ｐ
Ｃ

を
設
立
し

Ｃ
Ａ
Ｔ

ボ
ン
ド
を
機
関
投
資
家
に
販

売

海
外
の
投
資
家
に
目
論

見
書
の
発
行
や
為
替
取
引
な

ど
事
務
負
担
を
代
行
す
る

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

東
京
駅

か
ら

以
内
を
震
源
と

す
る
地
震
が
起
き
た
場
合

契
約
額
を
上
限
に
震
源
の
位

置
と
マ
グ
ニ
チ

ド
に
応

じ
た
金
額
が
受
け
取
れ
る

地
震
デ
リ
バ
テ

ブ
契
約

は

地
震
保
険
に
比
べ

契

約
内
容
に
基
づ
き
迅
速
な
金

銭
の
授
受
が
で
き
る
ほ
か

長
期
で
大
型
の
契
約
が
低
コ

ス
ト
で
可
能

さ
ら
に
使
途

制
限
も
な
い
な
ど
利
点
が
多

い　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

地
震
対

策
や
地
震
保
険
加
入
を
す
る

一
方

財
務
面
に
与
え
る
影

響
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
契
約

を
結
ん
だ

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
ボ
ン
ド
は

景
気

や
株
価
・
金
利
変
動
と
の
相

関
性
が
低
く

高
い
表
面
利

率
が
得
ら
れ
る
な
ど

新
た

な
リ
ス
ク
分
散
商
品
と
し

て

欧
米
の
機
関
投
資
家
の

需
要
が
増
加
し
て
お
り

現

在

推
計
で
１
兆
円
が
発
行

さ
れ
て
い
る

会
見
す
る
中
園
社
長

と
白
井
所
長

横
浜
の
設
計
偽
装

社
内
チ

ク

体
制
整
備
へ

松
田
平
田
設
計

　

横
浜

横
浜
市
の
マ
ン

シ

ン
で
構
造
設
計
の
偽
装

が
判
明
し
た
問
題
で

建
築

主
の
積
水
ハ
ウ
ス
か
ら
設
計

監
理
業
務
を
受
託
し
て
い
た

松
田
平
田
設
計

東
京
都
港

区

の
中
園
正
樹
社
長
は

日

横
浜
市
内
で
会
見
を
開

い
た

受
託
し
た
設
計
業
務

の
一
部
を
構
造
計
画

研
究
所
に
委
託
し

さ
ら
に
同
研
究
所
が

偽
装
を
行

た
遠
藤

孝
１
級
建
築
士
の
い

る
藤
建
事
務
所

埼

玉
県
八
潮
市

に
無

断
で
委
託
し
て
い
た

事
実
を
明
ら
か
に
し
た

　
中
園
社
長
は
今
後

社
内

の
チ

ク
体
制
を
整
備
す

る
方
針
を
示
し
た

ま
た
松

田
平
田
設
計
の
白
井
達
雄
横

浜
事
務
所
長
は

納
期
や
委

託
費
は
余
裕
を
持
た
せ
て
い

る

と

工
費
や
納
期
が
偽

装
の
引
き
金
に
な

た
と
の

見
方
を
否
定
し
た


